



























































































審査結  果の 要
旨
 著者が所属する教室の安田は,Pe七8che等の用いた原理を応用して脳波を陰極線管上に
 スポットの輝度変化毒して表現し,多誘導の脳波を速い速度て記録できるトポスコーブを製作
 した。著者はこれを用いて正常成人脳波のトポグラム(以下トポ)血ついて研究し,次の如き
 成績を得た。
 1種々の電極配列法によって得られたトポ
 電極を頭蓋の前後径にそって配列した場合は,各誘導間の位相差は大きく,連続的な「波型」
 を示すが1前額断にそった配列法ては位相差が小さく,前頭部において左右両半球の脳波位相
 は一致するが,頭頂部付近てはトポの「波型」が不連続的で両半球の脳波位相は必ずしも一致
 しないことが認められた。そ・こで爾後,トポの記録にあたっては,観511」に最も便利な「波型」
 を示す一頭蓋正中前後径にそって眉間から後頭結節まで等間隔に電極を配列する方法をとった。
 11繰返し記録観察
 夫々に異なったトポのパターンを示す者5名を選び,記録日を変えて4回から8回の繰返し
 青磁を行なった。「波型」を9種に大別し,各トポから100個の「波型」を選び,夫々の型
 について出現率をヒストグラムにしてみると,記録日を変えてもそのヒストグラムの形は個人
 によって殆んど一定てある。又個々の「波型」の眉間と後頭結節間の位相差を実測いその大
 きさについて同様にヒストグラムを作ると,記録日によって多少の変動はあるが,同一個入で
 はやはりかなり類似していた。以一hから各個人のトポにはかな珍の固有性があることを推定し
 得た。
 皿多数例の横断的記録観察
 次に正常成人250例について集団的にトポを記録し,このうちで不規則なもの150例、
 残りの判然とした「波型」を示すもの100例について分析し,トポの」般的性質について検
 討した。トポの「波型」としては,前頭部に食いて各電極間の位相差が小さぐ後頭部に赴いて
 大きい型が全体の759%を占め,又位相のずれの方向(これを位相の伝播方向と名づける)
 が,前頭部から後頭部に向う型が全体の594%,その逆方向の型が54.7%であっ典。又一
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 般にはトポは種々の位相差を示す「波型」て構成されていることが多いが,位相差.の大きな
 「波型」のみを示すトポや,位相差のほとんどない「波型」を示すトポもある。又位相の伝播
 方向についてみると,前頭部から後頭部に向う「波型」の多いトポが一般的であるが1後頭部.
 から前頭部へ向う「波型」の多い場合もある。又その方向は不規則な周期dO秒間に1～8
 回)をもって交代する。又「波型」の連謝生がない場合も時には認められる。多数例の実測か
 ら位相のずれの大きさを求めると,前頭部と後頭部の位相が時間にして2/180秒のずれを
 示すことが最も多く,前頭部と後頭部の位相が必ずしも逆転しているとは限らないことが分つ
 た。多数の被験者に過呼吸試験を負荷して影響をみると,賦活前に比して位相の伝播方向が後
 頭部から前頭部へ向う「波型」の出現率が多ぐなり,.目.つ各誘導間の位相差は小さぐなる傾向
 が認められ.た。
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